
区民とともに練馬のみどりを未来へつなぐ
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練馬区長 前川 燿男

　大都市東京の都心近くに立地しながら、公園や農地など豊かなみどりに恵まれた

住宅都市、それが私たちのまち練馬です。このみどりを守り育んで、次の世代に

引き継ぐことが、区長としての私の最も重要な責務だと思い定め、平成31年４月に

「練馬区みどりの総合計画」を策定しました。

　この５年間は、樹林地や都市農地の保全に加え、公園や幹線道路の整備等に

合わせたみどりのネットワーク形成を進めるとともに、区民の皆さんと一体となって

みどりを育むムーブメントの輪を広げる取組を進めてきました。公園や花壇、

憩いの森の区民管理や落ち葉清掃活動など、みどりを守り育てる活動は着実に

広がっています。

　区民の皆さんと力を合わせて、こうした取組をさらに深め育て、全力で練馬の

みどりを未来につなげてまいります。

　改定にあたり、ご尽力頂いた練馬区緑化委員会、みどりの活動団体の皆さんに

心から御礼申し上げます。





目 次

第１章 はじめに ......................................................................................... 1

１ 中間見直しの趣旨................................................................................. 1
２ 練馬区のみどりの魅力 ........................................................................... 2
３ 30年後の目標と基本方針 ....................................................................... 3

第２章 中間見直しにあたって ........................................................................ 5

１ これまでの主な取組.............................................................................. 5
２ みどりの現況 ...................................................................................... 9
３ 区民意識意向 .................................................................................... 11
４ 今後の取組の方向性............................................................................ 13

第３章 今後５年間のみどり施策 ................................................................... 15

１ 施策の体系 ....................................................................................... 15
２ 各施策 ............................................................................................. 17

第４章 30年後の将来イメージ ..................................................................... 29

１ 生き生きとしたみどりの住宅地 ............................................................. 31
２ 生きた農と共存するまち ...................................................................... 33
３ みどりのなかでにぎわう駅周辺のまち ..................................................... 35

第５章 計画の推進 .................................................................................... 37

１ 推進体制 .......................................................................................... 37
２ 進行管理 .......................................................................................... 38

参考資料 ................................................................................................. 40



第１章 はじめに

１ 中間見直しの趣旨

■ 練馬区みどりの総合計画は、平成31年4月に、都市緑地法および練馬区みどりを愛

し守りはぐくむ条例に基づき策定した、練馬区のみどり施策に関する総合的な計画で

す。また、練馬区環境基本計画のみどり分野の個別計画です。

【計画期間】平成31(2019)年度～令和10(2028)年度

※練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例第２条において、みどりを「樹木、草花その他植物およびそれらが生き

ていくために必要な土または水が一体となった環境」と定義しています。

■ 中間見直しでは、目標および基本方針は継承し、令和6年度から令和10年度に取り

組むみどり施策を明らかにします。令和３年度に実施した練馬区みどりの実態調査の

結果とこれまでの５年間の取組、練馬区緑化委員会の答申で示された施策の見直しの

方向性を踏まえています。あわせて、時点修正やわかりやすい表現への変更を行って

います。

■ 「グランドデザイン構想」で示す将来像「みどりに恵まれた良好な環境の中で誰も

が暮らしを楽しむ成熟都市」の実現に向け、「第３次みどりの風吹くまちビジョン」と

整合を図っています。

第１章

平成31年

（2019）

令和10年

（2028）中間見直し
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第１章 はじめに

２ 練馬区のみどりの魅力

住宅都市を彩る多様で豊かな練馬のみどり

練馬区の魅力は、都心近くに立地しながら、豊かなみどりに恵まれているところです。

練馬区には、武蔵野の面影を伝える屋敷林、住宅地の中に広がる農地、スポーツが楽

しめる公園、四季折々の花が咲き誇る公園、道路や河川沿いの桜並木など、多様なみど

りが点在しています。

また、公園では区民による管理や花壇づくりが行われ、憩いの森注1）では自然観察会な

どの利活用が進み、農地では収穫体験を楽しめるなど、区民の暮らしの中にみどりが息

づいています。

1 憩いの森：都市緑地法および練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例に基づき開設。区が所有者から無償で樹林地を

貸借し区民に開放している。

スポーツが楽しめる公園 四季の花が楽しめる公園 緑量のある河川沿いの並木

子どもたちの
笑顔あふれる公園

統一感のある街路樹 憩いの森での区民活動

住宅地のみどり 農地での収穫体験 武蔵野の面影を伝える
屋敷林と農地
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３ 30年後の目標と基本方針

（１）30年後（令和30年度）の目標

■公園や道路のみどりを増やす

みどりの拠点づくりを進める長期プロジェクト注2）をはじめとした公園整備や道路

整備、河川改修によりみどりのネットワークの形成を進めます。道路や河川沿いでは、

安定した緑量のある景観形成に取り組みます。

■武蔵野の面影を伝えるみどりを守り増やす

武蔵野の歴史や風土を今に伝える屋敷林・社寺林や農地が広がる風景を守り、将来

へ引き継ぎます。長期プロジェクトとして、稲荷山公園の整備において「武蔵野の面

影」の再生に取り組みます。

■宅地や事業所のみどりを増やす

身近な暮らしの場でのみどりを増やします。特に、多くの人の目に触れる沿道の緑

化に取り組み、歩行者が見て楽しめるみどり豊かな街並みづくりを進めます。

■みどりを守り育てる活動をしている区民を増やす

練馬のみどりを未来へつなぐためには、多くの区民の協力が必要不可欠です。区民

団体と協働し、みどりの活動への参加の機会を増やします。区民の自主的な活動を支

援し、地域に根差した活動につなげます。

■緑視率が高い場所を増やす

「みどりが多くある」と感じる人の割合が高くなる緑視率注3）およそ25％を超える

場所を増やします。

2 長期プロジェクト：みどりの拠点に位置づけている「稲荷山公園」「大泉井頭公園」の開園を目指すプロジェクトをい

う。
3 緑視率：人の視野に近い範囲で撮影した写真内に占めるみどりの面積の割合。国土交通省では、「およそ 25％を

超えるとみどりが多いと感じる人の割合が高くなる傾向がある。」としている。

区民とともに練馬のみどりを未来へつなぐために

５つの取組を進めることで
練馬のみどりに満足している区民80％

を目指します
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（２）基本方針

本計画では、みどりの豊かさを実感できる区民を増やし、みどりに満足している区民

割合を80％にすることを目指して、引き続き区全域を緑化重点地区注4）とし、次の２つ

の基本方針に基づき、５つの取組について具体的な施策を推進します。

拠点となる大規模で特色のある公園を整備し、軸となる幹線道路や河川とつなぎ、

みどりのネットワークの形成を進めます。

区民と地域のみどりの関わりを深め育て、誰もが気軽に参加し、ともにみどりを

守り育てる区民協働のムーブメントの輪を広げます。

4 緑化重点地区：都市緑地法に基づき定める、重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区をいう。

みどりの

ネットワークの形成

基本方針１ みどりのネットワークの形成

基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる

宅地や事業所

のみどりを

増やす

武蔵野の面影

を伝える

みどりを守り

増やす

緑視率が高い

場所を増やす

公園や道路

のみどりを

増やす

みどりを守り

育てる活動を

している区民

を増やす
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第２章 中間見直しにあたって

１ これまでの主な取組（平成31年度～令和５年度）※R5.12現在

基本方針１ みどりのネットワークの形成

第２章

❻上石神井こもれび公園開園（Ｒ２）

３か所 4.1ha（区事業）
みどりの拠点となる公園整備

放射35号線（クスノキ等）
石神井川（サクラ等）
白子川（サクラ）

◇道路・河川整備に
おけるみどりの創出

大泉学園通り、石神井川
サクラ並木の更新

６か所 3.0ha
◆公園用地の取得

❹大泉学園町希望が丘公園
全面開園（Ｒ３）

❷練馬総合運動場公園開園
（Ｈ31）

❶長期プロジェクト 稲荷山公園
基本計画策定（Ｒ４）

❸四季の香ローズガーデン
拡充（Ｒ３）

❺都立練馬城址公園一部開園
（Ｒ５）

①都市計画道路補助132号線
整備（Ｒ４）

公 園

道路・河川

練馬区初の

公認陸上競技場

武蔵野の

面影を再生

来場者が年間７万人

から13万人へ

屋根付き広場

を備えた公園

子どもたちによる公園

づくり を開催

カワヅザクラが

楽しめる並木

「
「緑と水」「広域防災拠点」

にぎわい」の機能を
備えた公園を東京都が整備

世界都市農業サミット開催（Ｒ元） ①高松みらいのはたけ開園（Ｒ５）

特定生産緑地の指定

◇都市農地の保全 ■農業経営に積極的な農業者へ多角的な支援
■生産緑地貸借制度を活用した農地保全 貸借成立21件

農 地

❷どんぐり山憩いの森の取得
（Ｒ２）

❶西本村憩いの森の取得
（Ｒ２）

◆重要な樹林地の取得
８か所 2.1ha

街かどの森整備

１か所 0.04ha

❸立野町街かどの森開園
（Ｒ５）

樹林地

区内で珍しい

ウラシマソウ自生地

道路沿いの

シンボル的な樹林

千川上水沿い

の屋敷林

農の景観を区民と
ともに育て・守る畑

対象の約95％を指定
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ぴいちゃん
Ⓒ練馬区

基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる
■つながるカレッジねりま注5） ■みどりの人材バンク注6）スタート
みどり分野開講 （R４～）

5 つながるカレッジねりま：地域に根差した自発的な活動に意欲ある区民の学びやスキルアップ、人脈づくり等を支

援する事業。みどり分野では、コミュニティ・ガーデナーコースとねりまの森維持管理コースを開講。
6 みどりの人材バンク：みどりを守り育む活動に参加したい人と活動団体をつなげるための登録制度。中学生以上か

ら登録できる。登録者へは定期的な情報提供や無料での保険加入などのメリットがある。

コミュニティ・ガーデナーコース（R２～）
ねりまの森維持管理コース （R４～）

座学、実習などを交え
て、活動に必要な知識
と技術を学びます

清掃活動に加え、自然観察会の
開催等、憩いの森を活用しなが
ら、森を守り育てています

公園や駅前広場などを季節の花で彩り、道行く
人を楽しませています

花壇区民管理 全75か所

憩いの森区民管理 全９か所

◆ 公園区民管理 全28か所

きめ細やかな管理で公園利用者に喜ばれています

登録者数 206名
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内部が再現された書斎
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寄付メニューから応援したいメニューを選択できるようにしたことで、
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２ みどりの現況

練馬区では、５年ごとにみどりの実態調査を実施しています。令和3年度の実態調査の

結果に基づく、みどりの現況は以下のとおりです。

民有地のみどりの半分以上を占めている

宅地等のみどりの中で、戸建て住宅などに

ある300㎡未満の樹木地や草地が、最も多

くを占めています。

練馬のみどりの４分の３は民有地のみどりです。
民有地のみどりの半分以上は宅地等のみどりです。

道路河川等

75ha

公園等

民有地
780ha

47ha

184ha

公共施設

区全体
緑被面積
1,087ha

樹木地※の例
※樹木（高木～低木）・樹林・竹林に覆われている土地のこと

1,000㎡以上
の樹木地

300㎡未満の
樹木地
草地

300以上
1,000㎡未満
の樹木地

令和3年度

マンションのみどり 保護樹木のみどり

保護樹林などのみどり

戸建て住宅などのみどり
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民有地のみどりは一貫して減少しています。

公園の整備や樹林地の取得により、公共のみどりは増えていますが、民有地のみどり

は一貫して減少しています。

減少している民有地のみどりは、宅地等や農地のみどりです。

250
197

22
22

92

55

103

89

457

418

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

平成23年度 令和３年度

（ha）

924

780

▲39ha

▲14ha
▲37ha

▲53ha

民有地のみどりは
一貫して減少

300㎡未満の樹木地・草地

300～1,000の樹木地

1,000㎡以上の樹木地

社寺等のみどり

農地のみどり

民有地のみどりの内訳を10年前

と比較すると、社寺等のみどり以外

は減少しています。宅地等のみどり

は合計すると90ha、農地は53ha

減少しています。

宅地等の
みどり
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３ 区民意識意向

令和３年度のみどりの実態調査では、区民3,000人を無作為抽出したアンケートを実

施し、区民のみどりに関する意識意向を調査しました。（回答者数1,254人）

練馬のみどりに満足している区民の割合は７割弱で、横ばい傾向にあり
ます。

６割以上の区民が公園や緑地の整備が必要と考えています。

多くの区民が、何らかの緑化活動に参加してみたいと考えています。

0.6

1.7

5.1

7.5

6.3

4.7

19.1

16.3

60.0

57.3

9.0

12.4

（％）

おおむね あまり満足 満足して わからない 無回答

令和3年度

平成27年度

満足している していない満足している

69.7％

69.0％

いない

1 道路や河川沿いに公園や緑地を整備する 64.3％
2 小規模でも身近な公園や緑地を整備する 61.2％
3 民有樹林地や農地の所有者を積極的に支援する 44.5％
4 開発や建替え時の緑化規制・誘導を強化する 42.7％
5 地域ごとに大規模な公園や緑地を整備する 35.5％
6 緑化の義務化や助成制度を強化する 31.8％
7 その他・無回答 4.1％

■みどりを守り増やすために
必要な取組（３つまで選択）

1 公共の花壇づくりや植替え作業 28.0％
2 公園の清掃や除草作業 23.4％
3 練馬みどりの葉っぴい基金への寄付 20.5％
4 保護樹林・保護樹木の落ち葉清掃作業 19.9％
5 憩いの森の清掃や草刈り作業 16.1％
6 参加できない・したいと思わない 34.1％
7 その他・無回答 7.1％

■参加してみたい緑化活動
（いくつでも選択）
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（いくつでも選択）

緑視率が高くなるほど、みどりが「多い」と感じる区民は増え、
20％以上で約６割の区民がみどりを「好ましい」と感じています。

■緑視率とみどりの量の印象

緑視率 10％ 緑視率 15％

緑視率 20％ 緑視率 25％

■緑視率とみどり対する好感度

第２章 中間見直しにあたって
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４ 今後の取組の方向性

これまでの５年間の取組により、公園や道路といった公共のみどりは着実に増えまし

た。公園・道路以外にも、樹林地の保全活動や農体験の場の拡充などにより、区民の暮

らしに息づくみどりが増えています。豊かな練馬のみどりを未来へつなぐために、引き

続き魅力あるみどりの保全と創出に向け、これまでの取組をさらに充実していく必要が

あります。

公共のみどりを計画的に増やします

公共のみどりについては、引き続き、長期プロジェクトをはじめとしたみどりのネッ

トワークの拠点となる公園整備やみどり豊かな軸となる幹線道路の整備を計画的に進め

ます。また、約半数の公園が開園から30年以上経過していることから、計画的な改修や

公園トイレのリニューアルに取り組みます。

樹林地を保全し、農地の減少を抑制します

武蔵野の歴史や風土を今に伝える樹林地や農地については、減少が進み、希少性が増

しています。減少の抑制に向け、樹林地所有者の負担軽減や、農地所有者の実態に即し

た営農支援の強化などに取り組みます。

宅地の沿道緑化を進め、維持します

宅地のみどりについては、みどり豊かな街並みの形成に向け、沿道緑化を推進します。

緑化するときだけではなく、維持管理までを総合的に支援する仕組みを構築します。

区民活動の充実と情報発信を強化します

公園や花壇、憩いの森の区民管理、ボランティアによる落ち葉清掃など、みどりに関

わる区民の活動は着実に広がり始めています。練馬の豊かなみどりを守り増やしていく

ためには、区民協働が不可欠です。みどりのムーブメントの輪を広げていくため、さら

に多くの区民が関わり、地域に根差した活動へとなるよう取組を進めます。また、区民

のみどりへの関心を高めるために、みどりに関する情報発信を強化します。

グランドデザイン構想で示す将来像「みどりに恵まれた良好な環境の中で誰もが暮ら

しを楽しむ成熟都市」の実現に向け、区民とともに取り組み、暮らしに息づく魅力ある

みどりを増やし、練馬のみどりに対する区民の満足度を高めます。

１

２

３

４
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第３章 今後５年間のみどり施策

１ 施策の体系

施策１-１ みどりの拠点となる大規模な公園づくり

第３章

施策１-２ 暮らしに潤いをもたらす身近な公園づくり

施策１-３ 既存公園の改修・公園トイレのリニューアル【新規】

施策１-４ 民間の発想を活かした公園の管理運営

公園

道路
河川
など

施策１-５ 樹木の適切な育成と更新

施策１-６ みどりの軸となる都市計画道路や河川の緑化

施策１-７ 駅周辺のみどりの空間づくり

施策１-８ みどり豊かな公共施設づくり

基本方針１ みどりのネットワークの形成

樹林地

農 地
施策１-13 都市農地の保全

施策１-10 憩いの森・街かどの森の拡充

施策１-11 民有樹林地や樹木の保全

施策１-12 生き物等森の特性に応じた樹林地の管理

施策１-９ 重要な樹林地の保全

宅 地
事業所

施策１-14  みどり豊かな開発の促進

施策１-15  地域ぐるみでの緑化の推進
緑視率が高い
場所を増やす

宅地や事業所の

みどりを増やす

公園や

道路の

みどりを

増やす

武蔵野の

面影を

伝える

みどりを

守り増やす

緑視率が高い
場所を増やす

第３章 今後5年間のみどり施策

今後５年間は、基本方針に沿って25の施策に取り組みます。重点施策は、アクション

プランに位置付け、年度別計画および事業量、事業費を明らかにします。

基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる

施策２-１ 個人のみどりを地域で守る仕組みの拡充

施策２-２ 人材の育成とマッチングの推進

施策２-３ 地域に根差した区民管理の推進

施策２-４ 区民による主体的な取組への支援と交流の推進

施策２-５ 練馬みどりの葉っぴい基金の魅力ある寄付メニューの充実

施策２-６ 一人ひとりの取組を推進する講座等の充実

施策２-７ 事業者の参加や協力の推進【新規】

施策２-８ 子ども向けの体験型学習の充実

施策２-９ みどりの果たしている役割の周知

施策２-10 みどりの魅力を伝える情報発信の強化【新規】

みどりを

守り育てる

活動をしている

区民を増やす

：重点施策
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２ 各施策

基本方針１ みどりのネットワークの形成

施策１-１ みどりの拠点となる大規模な公園づくり ［ 重点施策］

■ みどりの拠点となる長期プロジェクト
稲荷山公園は「武蔵野の面影」、大泉井頭公園は「水辺空間の創出」をテーマに、

みどりの拠点として機能を充実させるため、都市計画公園区域の未開設部分の整備

に向けた取組を進めます。

稲荷山公園は、事業区域を分けて段階的な整備の

検討を進め、第一期事業認可の取得を目指します。

大泉井頭公園では基本計画策定に向けた検討を進

めます。

■ 特色ある公園等の整備および拡充
スポーツが楽しめる公園や地域のみどりを活かした公園など、みどりの拠点とな

る大規模で特色ある公園の整備を進めます。石神井松の風文化公園、西大泉こさく

っぱら緑地やこどもの森緑地の拡張などの整備を進めます。

都立練馬城址公園は令和５年５月に一部開園しました。令和11年度に向け、未整

備区域は段階的な開園を予定しています。区の求める「緑と水」「広域防災拠点」「に

ぎわい」の機能を備えた公園の実現に向け、引き続き東京都や関係者と調整してい

きます。

基本方針１ みどりのネットワークの形成

練馬城址公園
（花のふれあいゾーン）

稲荷山憩いの森
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２ 各施策

基本方針１ みどりのネットワークの形成

施策１-１ みどりの拠点となる大規模な公園づくり ［ 重点施策］

■ みどりの拠点となる長期プロジェクト
稲荷山公園は「武蔵野の面影」、大泉井頭公園は「水辺空間の創出」をテーマに、

みどりの拠点として機能を充実させるため、都市計画公園区域の未開設部分の整備

に向けた取組を進めます。

稲荷山公園は、事業区域を分けて段階的な整備の

検討を進め、第一期事業認可の取得を目指します。

大泉井頭公園では基本計画策定に向けた検討を進

めます。

■ 特色ある公園等の整備および拡充
スポーツが楽しめる公園や地域のみどりを活かした公園など、みどりの拠点とな

る大規模で特色ある公園の整備を進めます。石神井松の風文化公園、西大泉こさく

っぱら緑地やこどもの森緑地の拡張などの整備を進めます。

都立練馬城址公園は令和５年５月に一部開園しました。令和11年度に向け、未整

備区域は段階的な開園を予定しています。区の求める「緑と水」「広域防災拠点」「に

ぎわい」の機能を備えた公園の実現に向け、引き続き東京都や関係者と調整してい

きます。

基本方針１ みどりのネットワークの形成

練馬城址公園
（花のふれあいゾーン）

稲荷山憩いの森

第３章 今後5年間のみどり施策

施策１-２ 暮らしに潤いをもたらす身近な公園づくり

公園は、子どもたちの遊び場や高齢者の散策の場、地域のお祭りの場などとして

区民の生活に欠かせない施設です。（仮称）大泉学園町六丁目公園の整備や平成つつ

じ公園の改修など、毎日の暮らしに潤いをもたらす身近な公園づくりを進めます。

公園の整備にあたっては、地域に親しまれる公園となるよう、計画段階から多様

な手法により地域住民の参加を進めます。

区内には令和５年4月現在、696箇所の公園等がありますが、まだ不足している

地域もあります。不足している状況の改善に向け、まとまった面積の公園の整備を

推進します。まちづくり事業においても、公園やオープンスペースの確保を進めま

す。

施策１-３ 既存公園の改修・公園トイレのリニューアル【新規】 ［ 重点施策］

約半数の公園が開園から30年以上経過していることから、計画的な改修を行う必

要があります。引き続き、地域に親しまれる身近な公園となるよう、各公園の持つ

機能や特徴等を踏まえて公園等改修計画を策定し、計画的な改修を進めます。また、

公園のトイレが清潔・快適であることは、公園のみならず練馬区のイメージアップ

につながることから、リニューアルに取り組みます。

区民参加の様子

［ 重点施策］
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施策１-４ 民間の発想を活かした公園の管理運営

特色ある公園では、その魅力を最大限発揮させるため、提案内容を評価・比較す

るプロポーザル方式による管理運営業者の選定や指定管理者制度の導入を進めます。

大規模公園では、レストランやオープンカフェ、物販店等の誘致に向け、検討を進

めます。

施策１-５ 樹木の適切な育成と更新

街路樹や公園等の樹木は、台風等による被害を最小限とするなど、安全確保を基

本とし、その上でより良い景観となるよう育成します。管理作業の実施にあたって

は、引き続き、事前に作業の目的や内容を地域住民に十分周知します。

老齢化・大木化が進行している樹木は、倒木等のリスクが高くなることから、安

全確保と景観形成を両立させるために、計画的な伐採や更新が必要です。老齢化し

ているサクラ並木などでは、計画的な伐採や更新による健全育成を進めます。

施策１-６ みどりの軸となる都市計画道路や河川の緑化

都市計画道路の整備や河川改修において、緑化を推進し、みどりの軸の形成を進

めます。みどりの軸としてふさわしい景観形成の実現に向け、植栽に関する方針を

まとめ緑化を推進します。

あわせて、沿道の状況や地域住民の要望を踏まえ、路線ごとに、地域にふさわし

い樹種を選び、地域の方々や歩行者が楽しめる植栽を目指します。

外環の２をはじめ、東京都が事業を行う路線についても、豊かなみどりの軸とし

ての整備について、東京都へ働きかけます。保護樹木等がある場合は、その活用に

ついて検討します。

みどりの軸をさらにみどり豊かにするために、

石神井川については、都市計画石神井川緑地の整

備を東京都へ要請し、白子川や幹線道路沿いにつ

いても、みどりの空間の確保に努めます。

石神井公園駅付近のカワヅザクラ
（補助132号線）

［ 重点施策］
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施策１-４ 民間の発想を活かした公園の管理運営

特色ある公園では、その魅力を最大限発揮させるため、提案内容を評価・比較す

るプロポーザル方式による管理運営業者の選定や指定管理者制度の導入を進めます。

大規模公園では、レストランやオープンカフェ、物販店等の誘致に向け、検討を進

めます。

施策１-５ 樹木の適切な育成と更新

街路樹や公園等の樹木は、台風等による被害を最小限とするなど、安全確保を基

本とし、その上でより良い景観となるよう育成します。管理作業の実施にあたって

は、引き続き、事前に作業の目的や内容を地域住民に十分周知します。

老齢化・大木化が進行している樹木は、倒木等のリスクが高くなることから、安

全確保と景観形成を両立させるために、計画的な伐採や更新が必要です。老齢化し

ているサクラ並木などでは、計画的な伐採や更新による健全育成を進めます。

施策１-６ みどりの軸となる都市計画道路や河川の緑化

都市計画道路の整備や河川改修において、緑化を推進し、みどりの軸の形成を進

めます。みどりの軸としてふさわしい景観形成の実現に向け、植栽に関する方針を

まとめ緑化を推進します。

あわせて、沿道の状況や地域住民の要望を踏まえ、路線ごとに、地域にふさわし

い樹種を選び、地域の方々や歩行者が楽しめる植栽を目指します。

外環の２をはじめ、東京都が事業を行う路線についても、豊かなみどりの軸とし

ての整備について、東京都へ働きかけます。保護樹木等がある場合は、その活用に

ついて検討します。

みどりの軸をさらにみどり豊かにするために、

石神井川については、都市計画石神井川緑地の整

備を東京都へ要請し、白子川や幹線道路沿いにつ

いても、みどりの空間の確保に努めます。

石神井公園駅付近のカワヅザクラ
（補助132号線）

［ 重点施策］

第３章 今後5年間のみどり施策

施策１-７ 駅周辺のみどりの空間づくり

駅前広場の整備等にあたっては、鉄道事業者や地域住民等と連携し、地域の顔と

なるみどりの空間づくりを進めます。シンボルツリーの植栽や地域住民との協働に

よる花壇づくりを推進します。

施策１-８ みどり豊かな公共施設づくり

みどり豊かな街並みの形成に向け、多くの人の目に触れるみどりを増やすため、

公共施設の緑化基準を見直します。見直しにあたっては、歴史や風土にあった植栽

への誘導や、屋上への太陽光発電パネルの導入との両立を図ります。あわせて、施

設改築時における既存樹木の保全・活用のあり方について検討を進めます。また学

校においては、改築等の機会に、子どもたちにとって身近な植物や自然観察ができ

る植物の導入を図ります。

公共施設の管理者向けの「公共施設の樹木保全育成ガイド」を使用した研修等を

実施し、みどりの健全育成を推進します。区民ボランティアによる公共施設周辺で

の落ち葉清掃等の取組の検討を進めます。

樹木点検動画（区HP掲載）

［ 重点施策］
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施策１-９ 重要な樹林地の保全

■ 都市計画緑地の拡大
屋敷林等の樹林地は、練馬の原風景といえる景観で

あり、豊かな自然が守られた重要なみどりです。年々

減少が続いていることから、みどりの軸沿いの樹林地

や良好な屋敷林など希少な樹林地は、都市計画緑地の

決定に向け、所有者との合意形成を進めます。

また、樹林地保全に向けた税制改正や補助制度の拡

充について、国や東京都へ要望します。

■ 特別緑地保全地区の拡大
特別緑地保全地区は、残された希少で重要な樹林地を保全する上で効果的な制度

です。土地所有者の意向等を踏まえた上で、指定に向けた検討を進めます。

■ 早宮けやき特別緑地保全地区の管理
区は、平成18年に、推定樹齢300年以上のケヤキを擁する約3,000㎡の屋敷林を

「早宮けやき特別緑地保全地区」に指定しました。保全方針に基づき、適切な管理

を進めます。

早宮けやき特別緑地保全地区の保全方針

≪概要≫ 都市計画決定 平成18年11月10日 練馬区告示第777号
位置 早宮三丁目地内 面積 0.30ha

≪保全方針≫

ア ケヤキ等大径木の保全：樹齢300年を超えるケヤキの大径木は適切な管理により

保全します。

イ 樹林の保全：外部から侵入してきたトウネズミモチ等の除去や、密集している小

低木は整理します。道路沿いの大径木が枯死した場合に備え、林内のムクノキや

エノキ等を育成管理します。

ウ 歴史的遺産の普及・啓発：江戸時代からの屋敷林が現存することの素晴らしさを

周辺住民のみならず、広く区民に広報していきます。

幹線道路沿いの樹林地
（新井憩いの森）

［ 重点施策］
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施策１-９ 重要な樹林地の保全

■ 都市計画緑地の拡大
屋敷林等の樹林地は、練馬の原風景といえる景観で

あり、豊かな自然が守られた重要なみどりです。年々

減少が続いていることから、みどりの軸沿いの樹林地

や良好な屋敷林など希少な樹林地は、都市計画緑地の

決定に向け、所有者との合意形成を進めます。

また、樹林地保全に向けた税制改正や補助制度の拡

充について、国や東京都へ要望します。

■ 特別緑地保全地区の拡大
特別緑地保全地区は、残された希少で重要な樹林地を保全する上で効果的な制度

です。土地所有者の意向等を踏まえた上で、指定に向けた検討を進めます。

■ 早宮けやき特別緑地保全地区の管理
区は、平成18年に、推定樹齢300年以上のケヤキを擁する約3,000㎡の屋敷林を

「早宮けやき特別緑地保全地区」に指定しました。保全方針に基づき、適切な管理

を進めます。

早宮けやき特別緑地保全地区の保全方針

≪概要≫ 都市計画決定 平成18年11月10日 練馬区告示第777号
位置 早宮三丁目地内 面積 0.30ha

≪保全方針≫

ア ケヤキ等大径木の保全：樹齢300年を超えるケヤキの大径木は適切な管理により

保全します。

イ 樹林の保全：外部から侵入してきたトウネズミモチ等の除去や、密集している小

低木は整理します。道路沿いの大径木が枯死した場合に備え、林内のムクノキや

エノキ等を育成管理します。

ウ 歴史的遺産の普及・啓発：江戸時代からの屋敷林が現存することの素晴らしさを

周辺住民のみならず、広く区民に広報していきます。

幹線道路沿いの樹林地
（新井憩いの森）

［ 重点施策］

第３章 今後5年間のみどり施策

施策１-10 憩いの森・街かどの森の拡充

区が所有者から無償で樹林地を貸借し区民へ開放する、憩いの森・街かどの森を

拡充します。団体や事業者等が土地を貸借し、区民へ開放する市民緑地認定制度の

活用について検討します。

施策１-11 民有樹林地や樹木の保全

保護樹林等に指定されていない樹林地等について、指定に向けた働きかけを行い

ます。指定後は、定期的な樹木の健全度診断や管理に関する助言等を行います。

保護樹林等の所有者の負担軽減と適切な剪定を促進するため、剪定費の補助を拡

充します。あわせて、保護樹林等周辺での区民ボランティアによる落ち葉清掃活動

を、引き続き実施します。

施策１-12 生き物等森の特性に応じた樹林地の管理

清水山の森注7）や中里郷土の森注8）等の樹林地には、貴重な野草や生き物が生息し

ています。こうした自然を守るため、生き物に配慮した管理を進めます。落ち葉に

ついては、憩いの森で管理団体が行っている腐葉土づくりなどの取組を広げます。

区民団体が管理している憩いの森では、森の成り立ちや生き物等、森の特性に応

じた管理が進んでいます。区民団体による管理を推進するとともに、団体の知識・

技術が高まるよう、専門家派遣などの支援を実施します。

7 清水山の森：23 区唯一の大規模なカタクリ群生地を保全するために整備された約 1ha の森。白子川沿いの斜面林

には、「東京の名湧水 57 選」に選ばれた湧水もあり、カタクリ以外にも貴重な植物が生育する。
8 中里郷土の森：約 2,500 ㎡の区立緑地。100 年以上前からある屋敷林を生かし、練馬の自然や生き物について学

べる「森の学習棟」を開設。自然解説員が常駐し、週末には様々な体験型講座を実施。

保護樹木剪定の様子

［ 重点施策］
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施策１-13 都市農地の保全

■ 区民が農に親しむ取組の充実
農業者と区民が触れ合う「ねりマルシェ」の開催

や気軽に摘み取りが楽しめる「果樹あるファーム」

のPR支援等を引き続き積極的に推進します。ま

た、野菜の収穫体験等を行える「ベジかるファー

ム」の拡充や区民農園の整備など、区民が農に親し

める取組を充実します。

■ 個々の営農状況に応じた支援
ＪＡ東京あおばが計画している全戸訪問や農業委員会の農地調査を活用しながら、

営農継続に必要な労働力の有無、家族状況、抱えている技術的不安などの情報をヒ

アリングします。個々の状況を把握したうえで、必要に応じて相談支援を行います。

■ 農地の借り手となる担い手確保の強化
農業者個々の意向や状況に応じた働きかけを強化し、生産緑地の貸借制度活用を

推進します。

東京都農業改良普及センターと連携し、営農アドバイスやセミナーを開催するな

ど、多様な担い手の確保に努めます。また、新規参入を希望する個人・法人等向け

に、東京都事業を活用した農業機械・農地整備に要する経費の支援などを開始します。

■ 農の風景育成地区における取組の推進
農の風景育成地区に指定されている高松地区および南大泉地区において、農業者

や地域住民等の活動を引き続き支援し、農地保全に取り組みます。

■ 農業者と区民の機運の醸成
世界都市農業サミットおよび全国都市農業フェスティバルの成果をふまえ、農業

者の意欲向上や区民の理解促進に繋がるイベントの開催について検討します。また、

全国都市農業フェスティバルの参加都市との意見交換を継続し、連携を深めます。

収穫体験の様子

［ 重点施策］
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施策１-13 都市農地の保全

■ 区民が農に親しむ取組の充実
農業者と区民が触れ合う「ねりマルシェ」の開催

や気軽に摘み取りが楽しめる「果樹あるファーム」

のPR支援等を引き続き積極的に推進します。ま

た、野菜の収穫体験等を行える「ベジかるファー

ム」の拡充や区民農園の整備など、区民が農に親し

める取組を充実します。

■ 個々の営農状況に応じた支援
ＪＡ東京あおばが計画している全戸訪問や農業委員会の農地調査を活用しながら、

営農継続に必要な労働力の有無、家族状況、抱えている技術的不安などの情報をヒ

アリングします。個々の状況を把握したうえで、必要に応じて相談支援を行います。

■ 農地の借り手となる担い手確保の強化
農業者個々の意向や状況に応じた働きかけを強化し、生産緑地の貸借制度活用を

推進します。

東京都農業改良普及センターと連携し、営農アドバイスやセミナーを開催するな

ど、多様な担い手の確保に努めます。また、新規参入を希望する個人・法人等向け

に、東京都事業を活用した農業機械・農地整備に要する経費の支援などを開始します。

■ 農の風景育成地区における取組の推進
農の風景育成地区に指定されている高松地区および南大泉地区において、農業者

や地域住民等の活動を引き続き支援し、農地保全に取り組みます。

■ 農業者と区民の機運の醸成
世界都市農業サミットおよび全国都市農業フェスティバルの成果をふまえ、農業

者の意欲向上や区民の理解促進に繋がるイベントの開催について検討します。また、

全国都市農業フェスティバルの参加都市との意見交換を継続し、連携を深めます。

収穫体験の様子

［ 重点施策］

第３章 今後5年間のみどり施策

施策１-14 みどり豊かな開発の促進

みどり豊かな街並み形成に向け、開発事業における緑化計画制度の緑化基準を見

直し、多くの人の目に触れるみどりを増やし、事業計画に適した緑化を実現します。

緑化を強く義務づける制度である緑化地域注9）の指定について検討します。

統一性や連続性のある沿道緑化を増やすた

め、開発事業者による緑地協定注10）の活用に向け

た誘導策を検討します。

宅地開発事業に伴い整備される公園について

は、地域にふさわしい機能を備えた公園の整備

を目指します。

空地創出を伴う大規模開発においては、東京

都と連携し、公開空地にふさわしいみどりの量

と質の確保を事業者へ働きかけます。

施策１-15 地域ぐるみでの緑化の推進

区の土地利用の約半分は住宅地であり注11）、住宅地のみどりが練馬のみどりを支

えています。一方、敷地の小規模化やみどりの管理に対する負担から、これらのみ

どりは年々減少しています。

みどり豊かな街並み形成に向け、多くの人の目に触れるみどりを増やすため、緑

化から管理までをサポートする仕組みを検討します。特に、地域ぐるみで維持管理

を支えあう取組や支援のあり方を検討します。

地域の防災性をあげるため、密集事業実施地

区注12）・防災まちづくり推進地区注13）や練馬区緊

急道路障害物除却路線注14）において重点的に危

険なブロック塀等の撤去を促進し、あわせて沿

道緑化を推進します。

9 緑化地域：都市緑地法に基づき、市街地等において一定規模以上の建築物の新築や増築を行う場合に、一定割合の

緑化が義務付けられた地域。緑化地域での定める緑化率は、建築基準法の建築基準関係規定とみなされる。
10 緑地協定：都市緑地法に基づき、街区単位での良好な住環境を確保するために、土地所有者全員の合意によって

緑地の保全または緑化に関する協定を所有者同士で締結する制度。
11 練馬区の土地利用（平成 31 年 3 月）によれば、住宅用地が区の 48.2％を占めている。
12 密集事業実施地区：老朽木造住宅が密集している地域で、老朽住宅等の建替え促進、道路や公園の整備などにより、

良好な住宅の供給と住環境の改善を図り、災害に強いまちづくりを進めることを目的とした「密集住宅市街地整備

促進事業」を実施している地区。現在、貫井・富士見台地区、桜台東部地区の２地区で取組んでいる。
13 防災まちづくり推進地区：密集事業を実施する地区に次いで危険性が懸念される地区を区が独自に指定し、防災性

の向上に取り組む地区。現在、田柄地区、富士見台駅南側地区、下石神井地区の3地区で取組んでいる。
14 練馬区緊急道路障害物除却路線：地震発生時に閉塞を防ぐべき道路として、練馬区地域防災計画に位置付けられ

ている路線。

緑地協定地区

沿道緑化の取組例

［ 重点施策］

［ 重点施策］

24



基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる

施策２-１ 個人のみどりを地域で守る仕組みの拡充

区民が気軽に参加できる活動として、保護樹木等周辺における区民ボランティア

による落ち葉清掃を、引き続きみどりのまちづくりセンター注15）と連携して行いま

す。事業の企画や当日の運営など、活動を支えるサポーターを育成し、将来的には

区民の主体的な活動につなげることを目指します。

保護樹木等が地域のみどりとして親しまれるよう、広く区民に周知します。

区民ボランティアによる落ち葉清掃の様子

施策２-２ 人材の育成とマッチングの推進

みどりを守り育てる人材や団体を育成するため、つながるカレッジねりまのみど

り分野の講座内容を充実します。修了生については、修了者同士による新たな団体

の立上げや、既存団体とのマッチングを推進します。農の学校においては、引き続

き農サポーターを育成し、活用を推進します。

みどりの人材バンクへの登録を促進するため、情報発信を強化します。また、登

録者を対象に、活動の体験会などを開催し、団体とのマッチングを進めます。

落ち葉清掃活動の参加者についても、みどり

の人材バンクへの登録を促し、他のみどりの活

動への参加につなげます。

つながるカレッジねりまの様子

15 みどりのまちづくりセンター：区民の主体的なまちづくり活動を支援するとともに、区民・事業者・行政から独

立し、中間的な立場から協働型まちづくり事業を推進する（公財）練馬区環境まちづくり公社の組織。

基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる

［ 重点施策］

［ 重点施策］
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みどりを守り育てる人材や団体を育成するため、つながるカレッジねりまのみど

り分野の講座内容を充実します。修了生については、修了者同士による新たな団体

の立上げや、既存団体とのマッチングを推進します。農の学校においては、引き続

き農サポーターを育成し、活用を推進します。

みどりの人材バンクへの登録を促進するため、情報発信を強化します。また、登

録者を対象に、活動の体験会などを開催し、団体とのマッチングを進めます。

落ち葉清掃活動の参加者についても、みどり

の人材バンクへの登録を促し、他のみどりの活

動への参加につなげます。

つながるカレッジねりまの様子

15 みどりのまちづくりセンター：区民の主体的なまちづくり活動を支援するとともに、区民・事業者・行政から独

立し、中間的な立場から協働型まちづくり事業を推進する（公財）練馬区環境まちづくり公社の組織。

基本方針２ みどりを育むムーブメントの輪を広げる

［ 重点施策］

［ 重点施策］

第３章 今後5年間のみどり施策

施策２-３ 地域に根差した区民管理の推進

公園や憩いの森の区民管理の拡充に向け、地域の団体へ働きかけます。

公園の区民管理については、設計段階での意見交換会等の機会を捉えて働きかけ

ます。

既に区民管理を行っている憩いの森については、親子で参加できるイベントを開

催するなど、地域に親しまれる森となるよう、地域住民との交流を促進します。

憩いの森での自然観察会の様子

施策２-４ 区民による主体的な取組への支援と交流の推進

みどりのまちづくりセンターによる、まちづくり活動助成制度やみどりの人材バ

ンク相談窓口などを通じ、区民の主体的な取組を支援します。

団体の知識や技術の向上に向け、活動内容や自然観察会などのノウハウを共有す

るための交流会の開催や、専門家派遣等の支援を行います。

施策２-５ 練馬みどりの葉っぴい基金の魅力ある寄付メニューの充実

練馬のみどりを応援するきっかけとなる、魅力的な寄付メニューを用意するとと

もに、区民協働による取組を応援するメニューを検討します。

［ 重点施策］
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施策２-６ 一人ひとりの取組を推進する講座等の充実

四季の香ローズガーデンや中里郷土の森等では季節に応じた様々な講座やイベン

トを開催しています。区民が気軽に参加でき、多様な関心に応える講座等を開催し、

区民一人ひとりのみどりへの関心を高めるとともに、守り育てる行動につなげてい

きます。

施策２-７ 事業者の参加や協力の推進【新規】

みどりに関わる事業者にイベントやボランティア活動への参加などを働きかけま

す。みどり施策の広報への協力やボランティア活動への技術支援といった、事業者

ならではの協力が得られるような仕組みを検討します。

施策２-８ 子ども向けの体験型学習の充実

次世代を担う子どもたちに、みどりや生き物と直接触れ合う場や機会を提供し、

みどりを愛する心を育てます。

体験型学習の拠点である中里郷土の森では、白子川流域の自然を体験するプログ

ラムを充実します。憩いの森では、区民管理団体による子ども向けイベントを拡充

します。

泥遊びや木登りなど普段できない遊びができる、こどもの森注16）を拡張し、ツリ

ーハウスや休憩スペースの整備などを進めます。

全区立小学校において、農業者と連携した体験学習を推進します。学生等と区民

活動団体などとの交流や活動への参加を促進します。

16 こどもの森：平成 27 年 4 月に開設された約 3,700 ㎡の区立緑地。一般的な遊具等はなく、子どもたちが豊か

なみどりに囲まれて、泥遊びや木工、畑づくり等自由に遊ぶことができる。プレーリーダーが常駐し、季節に合わ

せた多様なイベントを実施。
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ならではの協力が得られるような仕組みを検討します。

施策２-８ 子ども向けの体験型学習の充実

次世代を担う子どもたちに、みどりや生き物と直接触れ合う場や機会を提供し、

みどりを愛する心を育てます。

体験型学習の拠点である中里郷土の森では、白子川流域の自然を体験するプログ

ラムを充実します。憩いの森では、区民管理団体による子ども向けイベントを拡充

します。

泥遊びや木登りなど普段できない遊びができる、こどもの森注16）を拡張し、ツリ

ーハウスや休憩スペースの整備などを進めます。

全区立小学校において、農業者と連携した体験学習を推進します。学生等と区民

活動団体などとの交流や活動への参加を促進します。

16 こどもの森：平成 27 年 4 月に開設された約 3,700 ㎡の区立緑地。一般的な遊具等はなく、子どもたちが豊か

なみどりに囲まれて、泥遊びや木工、畑づくり等自由に遊ぶことができる。プレーリーダーが常駐し、季節に合わ

せた多様なイベントを実施。

第３章 今後5年間のみどり施策

施策２-９ みどりの果たしている役割の周知

都市の景観形成やヒートアイランド現象の緩和といった都市環境の保全など、み

どりが都市の生活に欠かせない役割を果たしていることを、区報や区ホームページ

等で広く周知します。中里郷土の森やリサイクルセンター等で、みどりの役割を学

べるイベントや講座を充実します。また、みどりの役割を分かりやすく周知するた

め、学校での樹木プレート（樹木の名前、幹回り、CO２吸収量を掲示）や憩いの森

等への看板の設置等に取り組みます。

施策２-10 みどりの魅力を伝える情報発信の強化【新規】

多くの区民が何らかのみどりの活動に参加したいという意向を持っています。一

方、みどりに関する情報が十分に区民に届いていない状況があります。イベントの

開催や情報発信の強化により、みどりを守り育てる機運を高め、みどりのムーブメ

ントの拡大を図ります。

区民活動や区の補助制度などの情報や、みどりの魅力を総合的に伝える「（仮称）

ねりまみどりフェスタ」を開催します。また、憩いの森等で行っている子ども向け

の自然観察会などを「（仮称）憩いの森こどもフェスタ」としてまとめて情報発信す

るなど、工夫した周知を行います。

イベントやみどりに関する情報を、年間を通して発信し、みどりや区民活動に対

する区民の関心を高めます。

［ 重点施策］
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第４章 30年後の将来イメージ

30年後（令和30年度）には、「みどりでつながる練馬のまち」の実現を目指します。

具体的な姿として、「生き生きとしたみどりの住宅地」「生きた農と共存するまち」「みど

りのなかでにぎわう駅周辺のまち」の３つのイメージを示します。

第４章
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第４章 30年後の将来イメージ

30年後（令和30年度）には、「みどりでつながる練馬のまち」の実現を目指します。

具体的な姿として、「生き生きとしたみどりの住宅地」「生きた農と共存するまち」「みど

りのなかでにぎわう駅周辺のまち」の３つのイメージを示します。

第４章

第４章 30年後の将来イメージ

令和5年4月
30年後

（令和30年度）

大規模公園面積等
28か所

約 159.5ha ※1
29か所

約 225.5ha

幹線道路整備延長 約 61Km ※2 約 88㎞

河川改修完了延長 約 11㎞ 約 18㎞

みどりのネットワーク整備状況（令和 5 年 4 月現在）

※1 令和 5 年 5 月に開園した練馬城址公園を含む

※2 概成道路（都市計画道路のうち、都市計画幅員までは完成

していないが、現況幅員が一定の幅員を満たす道路）を含む
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１ 生き生きとしたみどりの住宅地

第４章 30年後の将来イメージ

１ 生き生きとしたみどりの住宅地

第４章 30年後の将来イメージ
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２ 生きた農と共存するまち

第４章 30年後の将来イメージ

２ 生きた農と共存するまち

第４章 30年後の将来イメージ
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３ みどりのなかでにぎわう駅周辺のまち

第４章 30年後の将来イメージ

３ みどりのなかでにぎわう駅周辺のまち

第４章 30年後の将来イメージ
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第５章 計画の推進

１ 推進体制
区は、目標の達成に向け、多様な主体と連携し取組を進めてきた結果、みどりを守り

育てる区民協働のムーブメントの輪は広がり始めています。今後も、協働のパートナー

として、多様な主体との連携を強化し、取組を推進していきます。

あわせて、国・東京都・関係自治体や研究機関とも連携し、先進的な取組などについ

ての情報共有を図り、よりよい施策に向けた研究を進めます。

■区民・活動団体

区民は、地域のみどりに関心を持ち、みどりを守り増やす活動主体として、参加、

協働することが期待されます。

活動団体は、区民との交流を推進するほか、区との意見交換などに協力することが

期待されます。

■事業者

事業活動を通して、施策に参加、協働すること、特にみどりと直接関わる事業者は、

公園の管理運営や農地の活用等の分野で、積極的に役割を果たすことが期待されます。

■中間支援組織

ノウハウや人的ネットワーク、情報等を多様な主体に提供し、活動を支援します。

区は、みどりのまちづくりセンターを始めとする中間支援組織との連携を強化します。

■練馬区緑化委員会

練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例に基づく附属機関として、みどりの保全と創

出に関する重要な事項を調査審議します。

■練馬区みどりの区民会議

練馬区みどりの総合計画（平成31年4月）の策定において、平成31年度からの10

年間に取り組む具体的な施策を提案する役割を担いました。次期計画（令和11年度～
令和20年度）の策定において、同様の役割を担います。

第５章
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第５章 計画の推進
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第５章

第５章 計画の推進

２ 進行管理

（１）本計画の進行管理

本計画の重点施策については、アクションプランに位置づけ年度別計画を明ら

かにします。年度ごとの進捗状況を区政改革推進会議注17）において点検・検証し、

計画的に施策を推進していきます。

その他の施策については、年度ごとに進捗状況を点検・検証し、計画的に施策

を推進していきます。区民協働に関する施策については、区民活動団体などから、

実体験に則した意見を適宜聴取しながら進めます。

（２）次期計画の策定

■ 令和8年度にみどりの実態調査を行います。目標に対する達成状況および区民

意識を把握するための区民アンケート調査、みどりの状況を把握するための緑被

面積などの調査を行います。調査にあたっては、専門的な知見を有する研究機関

等の協力を得ます。

■ 緑化委員会に諮問し、実態調査の結果や進捗状況をふまえ、次期計画の方向性

等について審議します。また、次期計画の検討にあたっては、みどりの区民会議

で議論し提案をいただきます。

■ 次期計画の素案については、区民意見反映制度などにより、広く区民から意見

を聴取します。

17 区政改革推進会議：「みどりの風吹くまちビジョン～新しい成熟都市・練馬をめざして～」に基づき、区政改革の
内容等を継続的に検討し、区長に提言するために、外部有識者等により構成された会議。
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54.7ｍ 27.3ｍ

図１ 地形図
出典︓国土地理院「基盤地図情報」より作成

練馬区の概況

■地形

区の地形は、海抜約30～50ｍ前後の武

蔵野台地により形成され、西側が高く東

側に行くにつれて低くなっていますが、

ほとんど高低差がなく、なだらかです。

地質は、地質年代からみると比較的新

しい時代に形成された地層で、台地は洪

積層、低地は沖積層からなっています。洪

積層は、上部の関東ローム層、中部の粘土

砂の互層、下部の砂れき層から構成され

ています。

■河川・湧水

区を東西に横断するように、石神井川が流れています。また、東大泉を起点として、

白子川が埼玉県に向かい北上しています。いずれも荒川水系に属する一級河川注1）です。

現在も河床等から湧水を確認することができます。

昭和30年代から40年代にかけ、都市化に伴い雨水の地下浸透量が減少し、飲用水

等のための地下水の揚水量も増加したため、地下水位は大きく低下しました。その後、

揚水規制により一定程度まで地下水位は回復し、稲荷山憩いの森等で豊富な湧水を見

ることができます。清水山の森にある湧水は、「東京の名湧水57選」に選定されてい

ます。

1 一級河川：一級水系（国土保全上又は国民経済上特に重要な水系で、政令で指定されたもの）に係る河川のうち、

河川法による管理を行う必要があり、国土交通大臣が指定した河川。

清水山の森の湧水
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■土地利用

周辺の自治体と比較して農用地が多いことが区の特徴であり、その多くは区の中心

部から北西部にかけて分布しています。

約64％を宅地が占めており、区部全体と比較して宅地の割合が高く、住宅都市の特性

が表れています。

図２ 周辺自治体との土地利用の比較
資料︓東京都「東京の土地利用（令和3年）」より作成
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■人口・世帯数

令和６年１月１日現在の区の総人口は741,540人であり、人口密度は15,423人/k
㎡です。区では、令和６年１月の住民基本台帳人口を基準人口とし、人口推計を行

いました。

総人口は約20年後の令和23年に約75万人に達し、その後、減少に転じる見込み

です。一般的に「高齢化率」と呼ばれている高齢者人口比率注2)は、令和６年１月時

点では22.0％ですが、30年後には27.7％に達し、「４人に一人が高齢者」という状

況になります。

図３　総人口の将来人口推計（令和6年～令和36年）

大江戸線の延伸は、鉄道空白地域を改善し、区が更に発展するために欠かせな

い事業です。延伸地域は、区内の他の地域と比べると建物の利用容積率などが低

く、空地等も多い状況です。

こうした地域が、大江戸線の延伸によって、類似する区内の地域と同水準の土

地利用が図られることにより、人口の増加が見込まれます。人口増加について試

算を行った結果、延伸地域では、約2.1万人増加する可能性があることが分かりま

した。

2 高齢者人口比率：総人口に占める 65 歳以上の人口の比率

令和 23 年　751,259 人
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大江戸線延伸を考慮した人口推計では、総人口が、約25年後の令和30年に約

78.1万人に達し、その後、減少に転じる見込みです。

図４ 大江戸線延伸を考慮した総人口の将来人口推計（令和6年～令和36年）

周辺自治体と15歳未満世帯員のいる世帯の割合を比較すると、子育てをするファ

ミリー層の割合が比較的高いという特徴がみられます。

図５ 周辺自治体との15歳未満世帯員がいる世帯割合の比較
資料︓総務省「令和2年国勢調査」より作成
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■ 総世帯に占める15歳未満世帯員のいる世帯の比率

令和 30年　781,270 人
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練馬区のみどりの概況と区民の意識意向

みどりの実態調査の詳細は、区ホームページでご覧になれます。

■みどりの状況

区全体の緑被面積は約1,086ha、緑被率は22.6％となっています。

表１ 区全体の緑被等の推移

出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」

図6 緑被等の内訳（令和３年度）

出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」

面積
（ha）

比率
（％）

面積
（ha）

比率
（％）

面積
（ha）

比率
（％）

面積
（ha）

比率
（ポイント）

樹木地 844.25 17.5 808.53 16.8 767.38 16.0 -41.15 -0.8

草地 120.70 2.6 125.62 2.6 115.94 2.4 -9.69 -0.2

964.95 20.1 934.16 19.4 883.32 18.4 -50.84 -1.0

生産緑地 － － － － 29.45 0.6 － － 

特定生産緑地 － － － － 144.64 3.0 － － 

その他農地 － － － － 29.34 0.6 － － 

256.98 5.3 225.45 4.7 203.43 4.2 -22.02 -0.5

1,221.92 25.4 1,159.60 24.1 1,086.75 22.6 -72.85 -1.5

202.28 4.2 140.97 2.9 97.81 2.0 -43.15 -0.9

16.81 0.3 16.38 0.3 18.42 0.3 2.04 0.0

1,441.01 29.9 1,316.94 27.3 1,202.98 25.0 -113.97 -2.3

57.91 1.2 43.24 0.9 42.18 0.9 -1.07 0.0

1,296.64 26.9 1,219.22 25.3 1147.34 23.9 -71.88 -1.4

4,816 4,808 4,808

項目

平成23年 平成28年 令和3年
増減

（令和3年－平成28年）

区面積

自然面

公園裸地

みどり率（緑被地+公園裸地+水面）

植生被覆地

農地*

緑被地

裸地

水面
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■町丁目別の緑被率

町丁目別の緑被率は、光が丘や大泉学園町等の大規模な公園がある地域や、農地が

多くある西部では高く、宅地や商業地域が広がる東部や駅周辺では低くなっています。

図７　町丁目別の緑被率
出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」

■町丁目別の樹木地注3）の状況

町丁目別の樹木地率は、大規模な公園がある地域が高くなっています。緑被率に比

べ、地域的な差はほとんどありません。

図８　町丁目別の樹木地率
出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」

3 樹木地：樹木（高木～低木）・樹林・竹林に覆われている土地のこと。

46



表２ 図６および図７の番号（1～100）に対応する町丁目一覧

番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目

1 旭丘一丁目 21 豊玉北四丁目 41 練馬二丁目 61 早宮四丁目 81 貫井一丁目

2 旭丘二丁目 22 豊玉北五丁目 42 練馬三丁目 62 春日町一丁目 82 貫井二丁目

3 小竹町一丁目 23 豊玉北六丁目 43 練馬四丁目 63 春日町二丁目 83 貫井三丁目

4 小竹町二丁目 24 中村一丁目 44 向山一丁目 64 春日町三丁目 84 貫井四丁目

5 栄町 25 中村二丁目 45 向山二丁目 65 春日町四丁目 85 貫井五丁目

6 羽沢一丁目 26 中村三丁目 46 向山三丁目 66 春日町五丁目 86 高松一丁目

7 羽沢二丁目 27 中村南一丁目 47 向山四丁目 67 春日町六丁目 87 高松二丁目

8 羽沢三丁目 28 中村南二丁目 48 錦一丁目 68 北町一丁目 88 高松三丁目

9 豊玉上一丁目 29 中村南三丁目 49 錦二丁目 69 北町二丁目 89 高松四丁目

10 豊玉上二丁目 30 中村北一丁目 50 氷川台一丁目 70 北町三丁目 90 高松五丁目

11 豊玉中一丁目 31 中村北二丁目 51 氷川台二丁目 71 北町四丁目 91 高松六丁目

12 豊玉中二丁目 32 中村北三丁目 52 氷川台三丁目 72 北町五丁目 92 光が丘一丁目

13 豊玉中三丁目 33 中村北四丁目 53 氷川台四丁目 73 北町六丁目 93 光が丘二丁目

14 豊玉中四丁目 34 桜台一丁目 54 平和台一丁目 74 北町七丁目 94 光が丘三丁目

15 豊玉南一丁目 35 桜台二丁目 55 平和台二丁目 75 北町八丁目 95 光が丘四丁目

16 豊玉南二丁目 36 桜台三丁目 56 平和台三丁目 76 田柄一丁目 96 光が丘五丁目

17 豊玉南三丁目 37 桜台四丁目 57 平和台四丁目 77 田柄二丁目 97 光が丘六丁目

18 豊玉北一丁目 38 桜台五丁目 58 早宮一丁目 78 田柄三丁目 98 光が丘七丁目

19 豊玉北二丁目 39 桜台六丁目 59 早宮二丁目 79 田柄四丁目 99 旭町一丁目

20 豊玉北三丁目 40 練馬一丁目 60 早宮三丁目 80 田柄五丁目 100 旭町二丁目
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表２ 図６および図７の番号（1～100）に対応する町丁目一覧

番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目

1 旭丘一丁目 21 豊玉北四丁目 41 練馬二丁目 61 早宮四丁目 81 貫井一丁目

2 旭丘二丁目 22 豊玉北五丁目 42 練馬三丁目 62 春日町一丁目 82 貫井二丁目

3 小竹町一丁目 23 豊玉北六丁目 43 練馬四丁目 63 春日町二丁目 83 貫井三丁目

4 小竹町二丁目 24 中村一丁目 44 向山一丁目 64 春日町三丁目 84 貫井四丁目

5 栄町 25 中村二丁目 45 向山二丁目 65 春日町四丁目 85 貫井五丁目

6 羽沢一丁目 26 中村三丁目 46 向山三丁目 66 春日町五丁目 86 高松一丁目

7 羽沢二丁目 27 中村南一丁目 47 向山四丁目 67 春日町六丁目 87 高松二丁目

8 羽沢三丁目 28 中村南二丁目 48 錦一丁目 68 北町一丁目 88 高松三丁目

9 豊玉上一丁目 29 中村南三丁目 49 錦二丁目 69 北町二丁目 89 高松四丁目

10 豊玉上二丁目 30 中村北一丁目 50 氷川台一丁目 70 北町三丁目 90 高松五丁目

11 豊玉中一丁目 31 中村北二丁目 51 氷川台二丁目 71 北町四丁目 91 高松六丁目

12 豊玉中二丁目 32 中村北三丁目 52 氷川台三丁目 72 北町五丁目 92 光が丘一丁目

13 豊玉中三丁目 33 中村北四丁目 53 氷川台四丁目 73 北町六丁目 93 光が丘二丁目

14 豊玉中四丁目 34 桜台一丁目 54 平和台一丁目 74 北町七丁目 94 光が丘三丁目

15 豊玉南一丁目 35 桜台二丁目 55 平和台二丁目 75 北町八丁目 95 光が丘四丁目

16 豊玉南二丁目 36 桜台三丁目 56 平和台三丁目 76 田柄一丁目 96 光が丘五丁目

17 豊玉南三丁目 37 桜台四丁目 57 平和台四丁目 77 田柄二丁目 97 光が丘六丁目

18 豊玉北一丁目 38 桜台五丁目 58 早宮一丁目 78 田柄三丁目 98 光が丘七丁目

19 豊玉北二丁目 39 桜台六丁目 59 早宮二丁目 79 田柄四丁目 99 旭町一丁目

20 豊玉北三丁目 40 練馬一丁目 60 早宮三丁目 80 田柄五丁目 100 旭町二丁目

参考資料

表３ 図６および図７の番号（101～202）に対応する町丁目一覧

番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目 番号 町丁目

101 旭町三丁目 121 谷原二丁目 141 石神井台五丁目 161 関町北三丁目 181 西大泉六丁目

102 土支田一丁目 122 谷原三丁目 142 石神井台六丁目 162 関町北四丁目 182 南大泉一丁目

103 土支田二丁目 123 谷原四丁目 143 石神井台七丁目 163 関町北五丁目 183 南大泉二丁目

104 土支田三丁目 124 谷原五丁目 144 石神井台八丁目 164 関町南一丁目 184 南大泉三丁目

105 土支田四丁目 125 谷原六丁目 145 上石神井一丁目 165 関町南二丁目 185 南大泉四丁目

106 富士見台一丁目 126 三原台一丁目 146 上石神井二丁目 166 関町南三丁目 186 南大泉五丁目

107 富士見台二丁目 127 三原台二丁目 147 上石神井三丁目 167 関町南四丁目 187 南大泉六丁目

108 富士見台三丁目 128 三原台三丁目 148 上石神井四丁目 168 東大泉一丁目 188 大泉町一丁目

109 富士見台四丁目 129 石神井町一丁目 149 上石神井南町 169 東大泉二丁目 189 大泉町二丁目

110 南田中一丁目 130 石神井町二丁目 150 下石神井一丁目 170 東大泉三丁目 190 大泉町三丁目

111 南田中二丁目 131 石神井町三丁目 151 下石神井二丁目 171 東大泉四丁目 191 大泉町四丁目

112 南田中三丁目 132 石神井町四丁目 152 下石神井三丁目 172 東大泉五丁目 192 大泉町五丁目

113 南田中四丁目 133 石神井町五丁目 153 下石神井四丁目 173 東大泉六丁目 193 大泉町六丁目

114 南田中五丁目 134 石神井町六丁目 154 下石神井五丁目 174 東大泉七丁目 194 大泉学園町一丁目

115 高野台一丁目 135 石神井町七丁目 155 下石神井六丁目 175 西大泉町 195 大泉学園町二丁目

116 高野台二丁目 136 石神井町八丁目 156 立野町 176 西大泉一丁目 196 大泉学園町三丁目

117 高野台三丁目 137 石神井台一丁目 157 関町東一丁目 177 西大泉二丁目 197 大泉学園町四丁目

118 高野台四丁目 138 石神井台二丁目 158 関町東二丁目 178 西大泉三丁目 198 大泉学園町五丁目

119 高野台五丁目 139 石神井台三丁目 159 関町北一丁目 179 西大泉四丁目 199 大泉学園町六丁目

120 谷原一丁目 140 石神井台四丁目 160 関町北二丁目 180 西大泉五丁目 200 大泉学園町七丁目

201 大泉学園町八丁目

202 大泉学園町九丁目
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■生産緑地の分布状況

生産緑地の多くは、区の中心から北西部に分布しており、特に北西部には大規模な

生産緑地が残っています。

図９ 生産緑地の分布図
出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」
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■緑視率の状況

（１）緑視率とは
人の視野に近い、地上からの高さ1.5ｍ、焦点距離24ｍｍ（35ｍｍフィルム換算）

の範囲を写真撮影し、その写真に占めているみどりの面積の割合を緑視率といいま

す。

（２）撮影方法
カメラを地面に対して平行に固定し、撮影します。

（３）緑視率算出のイメージ

（４）緑視率の状況
令和3年度に緑視率を計測した地点において、平均緑視率が25%を超えた地点は

70地点でした。

表４ 緑視率の推移

※調査時点で事業が完了している地点を対象とした

みどりの面積／写真の面積（幅×高さ）＝緑視率

1.5ｍ

緑視率 27.5％

区分 地点数
緑視率２５％を
超えた地点数

都市計画公園・緑地※ 19 15

河川※ 21 9

都市計画道路※ 32 17

駅※ 5 0

樹林地 15 13

農地・樹林地 12 7

住宅地 34 9

合計 138 70
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■公園の状況

図10 区内の公園面積の推移（都立公園含む）

図11 区立公園面積と管理費用の推移
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■公園の状況

図10 区内の公園面積の推移（都立公園含む）

図11 区立公園面積と管理費用の推移
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■道路・河川の緑化の状況

図12 道路・河川の緑化状況図

道路 ■■■■■

両側または片側が高木で緑化されている区間

河川 ■■■■■

街路樹のみどり

河川のみどり

参考資料
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■みどりに関する施策の認知度

知っている施策が「ひとつもない」と回答した区民は14.6%でした。

図13 みどりの施策認知度（複数回答）

出典︓「令和３年度練馬区みどりの実態調査」
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中間見直しにおける区民意見などの反映について

（１）練馬区緑化委員会

審議の内容は区ホームページでご覧になれます。

令和 4 年 8 月 4 日
（第 169 回）

諮問

令和 4 年 12 月 12 日
（第 170 回）

公共のみどり施策について審議

令和 5 年 3 月 13 日
（第 171 回）

民有のみどり施策、区民協働施策について審議

令和 5 年 8 月 1 日
（第 172 回）

施策の見直しの方向性について審議

令和 5 年 11 月 6 日
（第 173 回）

答申

（２）みどりの活動団体・活動参加者からの意見聴取

令和 4 年 11 月～12 月 落ち葉清掃事業参加者アンケート調査

練馬みどりの人材バンク登録者・登録団体アンケート調査

つながるカレッジみどり分野受講者アンケート調査

憩いの森管理団体ヒアリング

令和５年２月 花壇管理団体アンケート調査

令和５年６月 保護樹木所有者アンケート調査

（３）区民意見聴取

区民意見聴取の詳細は区ホームページでご覧になれます。

令和 5 年 12 月

～令和 6 年 1 月
区民意見反映制度による意見募集の実施
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都市計画公園・緑地の整備方針

「都市計画公園・緑地の整備方針」は、東京都と区市町が都市計画公園・緑地の整

備に一体となって取り組むため、平成18年に策定し、平成23年に１回目の改定を行

いました。さらに優先して整備を進める区域を増やすとともに、東京都や関係区市町

が一体となって都市計画公園・緑地等の事業化などに集中的に取り組むため、「緑確保

の総合的な方針」とともに、令和２年７月に改定し、令和11年度までの10年間に優

先的に事業を進める「重点公園・緑地」を選定し、「優先整備区域」を示しています。

表５ 練馬区事業 「重点公園・緑地」「優先整備区域」一覧（令和２年７月公表分）

重点公園・
緑地名称

（主な開園名称）

区域
（町丁目まで）

優先整備
区域面積
（㎡）

進捗状況
（R5.10現在）

備考

小竹町公園
（やくも公園） 小竹町一丁目 900 事業中

三原台第二公園
（三原台ののはな公園） 三原台二丁目 1,000 －

北原公園 谷原六丁目 1,000 事業中

田柄二丁目公園 田柄二丁目 2,400 －

関町南二丁目公園 関町南二丁目 700 －

大泉学園町六丁目公園 大泉学園町六丁目 3,900 事業中

北大泉公園
（大泉町もみじやま公園） 大泉町三丁目 1,500 事業中

大泉学園町北公園
（大泉学園町希望が丘公園） 大泉学園町九丁目 10,000 完了

練馬総合運動場公園 練馬二丁目 400 －

高松農の風景公園 高松二丁目 6,700 事業中

土支田二丁目農業公園 土支田二丁目 2,700 完了

井頭憩いの森緑地
（井頭の森緑地） 東大泉七丁目 2,500 －

羽沢緑地
（こどもの森緑地） 羽沢二丁目 600 完了
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都市計画公園・緑地の整備方針

「都市計画公園・緑地の整備方針」は、東京都と区市町が都市計画公園・緑地の整

備に一体となって取り組むため、平成18年に策定し、平成23年に１回目の改定を行
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の総合的な方針」とともに、令和２年７月に改定し、令和11年度までの10年間に優

先的に事業を進める「重点公園・緑地」を選定し、「優先整備区域」を示しています。

表５ 練馬区事業 「重点公園・緑地」「優先整備区域」一覧（令和２年７月公表分）

重点公園・
緑地名称

（主な開園名称）

区域
（町丁目まで）

優先整備
区域面積
（㎡）

進捗状況
（R5.10現在）

備考

小竹町公園
（やくも公園） 小竹町一丁目 900 事業中

三原台第二公園
（三原台ののはな公園） 三原台二丁目 1,000 －

北原公園 谷原六丁目 1,000 事業中

田柄二丁目公園 田柄二丁目 2,400 －

関町南二丁目公園 関町南二丁目 700 －

大泉学園町六丁目公園 大泉学園町六丁目 3,900 事業中

北大泉公園
（大泉町もみじやま公園） 大泉町三丁目 1,500 事業中

大泉学園町北公園
（大泉学園町希望が丘公園） 大泉学園町九丁目 10,000 完了

練馬総合運動場公園 練馬二丁目 400 －

高松農の風景公園 高松二丁目 6,700 事業中

土支田二丁目農業公園 土支田二丁目 2,700 完了

井頭憩いの森緑地
（井頭の森緑地） 東大泉七丁目 2,500 －

羽沢緑地
（こどもの森緑地） 羽沢二丁目 600 完了

重点公園・
緑地名称

（主な開園名称）

区域
（町丁目まで）

優先整備
区域面積
（㎡）

進捗状況
（R5.10現在）

備考

西大泉五丁目緑地
（西大泉こさくっぱら緑地） 西大泉五丁目 6,800 －

石神井台六丁目緑地 石神井台六丁目 2,300 事業中

西本村の森緑地 大泉学園町二丁目 6,200 事業中

表６ 練馬区事業 「重点公園・緑地」「優先整備区域」一覧（令和２年７月以降追加分）

重点公園・
緑地名称

（主な開園名称）

区域
（町丁目まで）

優先整備
区域面積
（㎡）

進捗状況
（R5.10現在）

備考

谷原一丁目農業公園 谷原一丁目 3,400 事業中 令和 2年
7月追加

南大泉四丁目農業公園 南大泉四丁目 3,100 事業中 令和 2年
7月追加

どんぐり山憩いの森公園 北町七丁目 1,800 事業中 令和 3年
11月追加

高松農の風景公園 高松二丁目 ※7,300 事業中 令和４年
4月追加

上石神井二丁目農業公園 上石神井二丁目 3,600 事業中 令和 4年
9月追加

石神井公園
（石神井松の風文化公園） 石神井台一丁目 6,400 事業中 令和 4月

10月追加
小竹町公園
（やくも公園） 小竹町一丁目 ※1,500 事業中 令和 4年

11月追加

北町六丁目公園 北町六丁目 2,100 事業中 令和 4年
11月追加

松山の森緑地 石神井台八丁目 2,400 事業中 令和 5年
8月追加

※ 区域を拡大した公園・緑地

参考資料
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緑確保の総合的な方針

「緑確保の総合的な方針」は、「都市計画公園・緑地の整備方針」と車の両輪となっ

て、主に民有地の既存の緑をまちづくりの観点から保全していくために、東京都と区

市町村が平成22年に合同で策定し、平成28年に１回目の改定を行いました。引き続

き、減少傾向にある民有地の既存の緑を計画的に確保するため、「都市計画公園・緑地

の整備方針」とともに、令和2年7月に改定し、令和11年度までの10年間に確保する

ことが望ましい緑（確保地）を公表し、あわせて、まちづくりで創出する緑や緑確保

を更に推進する取組を提示しています。

確保地

水準１：緑地の買収により保全するもの又は法や条例に基づいて、強い規制をか

けることにより、確実に保全していくもの

水準２：法や条例等に基づいて、許可による行為制限や税の優遇などにより保全

していくもの

水準３：行為の届出や緑地の所有者との間で保全に関する協定を結ぶなど、緩い

制限により、保全に取り組むもの

表７ 練馬区 確保地一覧

系統 水準 所在地
面積

（ha）
進捗状況

（R5.10現在）
備考

平地林 1 南田中五丁目 0.18 ―

屋敷林 1 南田中四丁目 0.13 ―

屋敷林 1 石神井台八丁目 0.38 ―

屋敷林 1 東大泉七丁目 0.61 ―

屋敷林 1 石神井台八丁目 0.24 確保済

屋敷林 1 高松二丁目 0.32 確保済

屋敷林 1 上石神井二丁目 0.16 確保済

農地 2 大泉町二丁目 0.24 確保済

農地 2 大泉学園町八丁目 0.09 確保済

農地 1 土支田二丁目 0.27 確保済

農地 1 谷原一丁目 0.34 確保済

農地 1 谷原六丁目 0.33 ―
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緑確保の総合的な方針

「緑確保の総合的な方針」は、「都市計画公園・緑地の整備方針」と車の両輪となっ

て、主に民有地の既存の緑をまちづくりの観点から保全していくために、東京都と区

市町村が平成22年に合同で策定し、平成28年に１回目の改定を行いました。引き続

き、減少傾向にある民有地の既存の緑を計画的に確保するため、「都市計画公園・緑地

の整備方針」とともに、令和2年7月に改定し、令和11年度までの10年間に確保する

ことが望ましい緑（確保地）を公表し、あわせて、まちづくりで創出する緑や緑確保

を更に推進する取組を提示しています。

確保地

水準１：緑地の買収により保全するもの又は法や条例に基づいて、強い規制をか

けることにより、確実に保全していくもの

水準２：法や条例等に基づいて、許可による行為制限や税の優遇などにより保全

していくもの

水準３：行為の届出や緑地の所有者との間で保全に関する協定を結ぶなど、緩い

制限により、保全に取り組むもの

表７ 練馬区 確保地一覧

系統 水準 所在地
面積

（ha）
進捗状況

（R5.10現在）
備考

平地林 1 南田中五丁目 0.18 ―

屋敷林 1 南田中四丁目 0.13 ―

屋敷林 1 石神井台八丁目 0.38 ―

屋敷林 1 東大泉七丁目 0.61 ―

屋敷林 1 石神井台八丁目 0.24 確保済

屋敷林 1 高松二丁目 0.32 確保済

屋敷林 1 上石神井二丁目 0.16 確保済

農地 2 大泉町二丁目 0.24 確保済

農地 2 大泉学園町八丁目 0.09 確保済

農地 1 土支田二丁目 0.27 確保済

農地 1 谷原一丁目 0.34 確保済

農地 1 谷原六丁目 0.33 ―
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系統 水準 所在地
面積

（ha）
進捗状況

（R5.10現在）
備考

農地 1 南大泉四丁目 0.31 確保済

農地 1 上石神井二丁目 0.50 確保済

農地 1 北町六丁目 0.21 確保済

その他の緑 1 東大泉七丁目 0.15 ―

その他の緑 1 大泉学園町二丁目 0.14 ―

その他の緑 1 大泉学園町四丁目 0.10 ―

その他の緑 2 春日町六丁目 0.10 確保済

その他の緑 1 石神井台一丁目 0.64 確保済

その他の緑 1 小竹町一丁目 0.14 確保済

屋敷林 1 北町七丁目 0.18 確保済 令和３年３月追加

農地 1 西大泉二丁目 0.81 ― 令和３年８月追加

平地林 1 大泉学園町八丁目 0.11 ― 令和４年３月追加

平地林 1 西大泉五丁目 0.29 ― 令和４年３月追加

屋敷林 1 石神井町一丁目 0.28 ― 令和４年 11月追加

農地 1 高松二丁目 0.08 ― 令和４年 11月追加

農地 1 高松三丁目 0.15 ― 令和４年 11月追加

屋敷林 1 南大泉四丁目 0.24 ― 令和５年５月追加

※確保済とは、水準に応じた都市計画決定等がなされたことをいいます。

＊確保地の水準「特定生産緑地（特定生産緑地の指定により保全する農地）」として、

練馬区内では、平成30年度末時点の生産緑地646か所、177.99haが位置付けら

れています。
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国や東京都の動向

■国などの動向

◇新たなステージに向けた緑とオープンスペース政策の展開について

（平成28年５月・国土交通省）

・これからのみどり施策について、重視すべき視点として、面積の拡大重視ではなく、

使うこと活かすことなどストック効果を高めること等、３つの視点が示されている。

◇これからの社会を支える都市緑地計画の展望

（平成28年６月・国土技術政策総合研究所）

・都市緑地計画を策定するにあたり、着目すべき視点として、環境負荷の低減とQOLの

向上、地域が抱える社会問題の解決等が示されている。

■関係する法改正と主な内容

◇都市公園法（平成29年改正）

・都市公園での保育所等を含む「社会福祉施設」の設置が可能に

・民間事業者による公共還元型の収益施設の設置管理制度の創設 など

◇都市緑地法（平成29年改正）

・「緑地」の定義に「農地」が追加

・市民緑地認定制度の創設

◇都市農業振興基本法（平成27年制定）

・都市農業の安定的な継続を図り、多様な機能を発揮させることで良好な都市環境を

形成することを目的とした法律

◇都市計画法（平成29年改正）

・新たな用途地域として「田園住居地域」を創設

◇生産緑地法（平成29年改正）

・生産緑地の面積要件を条例で300㎡まで下げることが可能に

◇都市農地の貸借の円滑化に関する法律（平成30年制定）

・生産緑地の貸借が可能に
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国や東京都の動向

■国などの動向

◇新たなステージに向けた緑とオープンスペース政策の展開について

（平成28年５月・国土交通省）

・これからのみどり施策について、重視すべき視点として、面積の拡大重視ではなく、

使うこと活かすことなどストック効果を高めること等、３つの視点が示されている。

◇これからの社会を支える都市緑地計画の展望

（平成28年６月・国土技術政策総合研究所）

・都市緑地計画を策定するにあたり、着目すべき視点として、環境負荷の低減とQOLの

向上、地域が抱える社会問題の解決等が示されている。

■関係する法改正と主な内容

◇都市公園法（平成29年改正）

・都市公園での保育所等を含む「社会福祉施設」の設置が可能に

・民間事業者による公共還元型の収益施設の設置管理制度の創設 など

◇都市緑地法（平成29年改正）

・「緑地」の定義に「農地」が追加

・市民緑地認定制度の創設

◇都市農業振興基本法（平成27年制定）

・都市農業の安定的な継続を図り、多様な機能を発揮させることで良好な都市環境を

形成することを目的とした法律

◇都市計画法（平成29年改正）

・新たな用途地域として「田園住居地域」を創設

◇生産緑地法（平成29年改正）

・生産緑地の面積要件を条例で300㎡まで下げることが可能に

◇都市農地の貸借の円滑化に関する法律（平成30年制定）

・生産緑地の貸借が可能に
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■東京都の計画

政策企画局

◇「未来の東京」戦略 version up 2024（令和６年１月）

・令和３年に策定された「未来の東京」戦略を社会情勢の変化等をふまえ、バージ

ョンアップし、３か年のアクションプランを更新している。

・戦略13「水と緑溢れる東京戦略」および推進プロジェクトである「東京グリーン

ビズ」に、都立公園等の整備の促進や都市農地等の緑の保全・活用など、緑を「守

る」「育てる」「活かす」取組を位置づけている。

都市整備局

◇都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月）

・2040年代の目指すべき東京の都市の姿、その実現に向けた都市づくりの基本的な

方針および具体的な方策が示されている。

・東京都が４つの地域区分に分けられ、練馬区は「新都市生活創造域」に属してい

る。

◇東京が新たに進めるみどりの取組（令和元年５月）

・都市づくりのグランドデザインで示す都市像の実現に向け、今ある貴重な緑を守

るとともにあらゆる場所に新たな緑を創出していくため、東京が進めるみどりの

取組がまとめられている。

・「拠点・骨格となるみどりを形成する」、「将来にわたり農地を引き継ぐ」、「み

どりの量的な底上げ・質の向上を図る」、「特色あるみどりが身近にある」の４

つの方針からなる。

環境局

◇東京都生物多様性地域戦略（令和５年４月）

・東京都が平成24年５月に策定した「緑施策の新展開～生物多様性の保全に向けた

基本戦略～」の改定版。

・３つの基本戦略に基づき、快適で楽しい生活につながる自然の活用や生物多様性

の理解促進など10の行動方針を位置付けている。
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区民とともに練馬のみどりを未来へつなぐ
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